
2016 年 7 月日本建築学会東北支部役員会議事録（案） 
 
日 時：平成 28 年 7 月 29 日（金）13：30～15：50 
会 場：日本建築学会東北支部会議室 
出席者：小林・高橋・福屋・安田・野村・濱口・伊藤/瀧（事務局） 
Skype ：永井・山口・野内・齊藤・小藤 
欠 席：不破・一條・志賀・藤田 
 
1．前回議事録の確認 

・高橋常議員が 5 月役員会事録案【資料 1】を読み上げ，内容の確認を行い，議事録として承認された。 
 
2．報告事項 

1) 6 月・7 月理事会報告 
・小林支部長が【資料 2】に基づいて報告を行った。 
・新任副会長・支部長の報告，理事会・会務運営規定について，会員数推移について，入会者・会員資

格復活・会費長期滞納会員および連絡先不明終身正会員について，2017 年度大会（中国）の大会委員

会・実行委員会の委嘱について（この時点をもって正式に 2017 年度は中国大会になることが決まった），

英文論文集検討 TF 設置について，東北支部主催シンポジウム「震災復興・テーマの変遷」実施報告に

ついて，オンラインサービス強化について（「ホームページ」という文言を使うのをやめて「オンライ

ンサービス」として考える），このほか各種委託・協力・推薦・要望書提出等の報告があった。 
2) 5 月・6 月会計 報告 
・濱口常議員が【資料 3】に基づいて報告を行った。 
・資料 12 ページ目の題目「2015 年度」→「2016 年度」に修正，資料 11 ページの金額空欄の 2 行（日付

21 の行）は削除とすることが報告された。 
・5 月支出が昨年度より増えた主な理由がシンポジウムの遠方からの登壇者旅費であること，6 月支出は

昨年度と概ね一緒で主な出費はみちのくの風関係であること，が報告された。 
→事務局・伊藤さんの漢字：「伊東」→「伊藤」に修正するよう指摘があった。 

3) 2016 年度支部総会開催報告 
・高橋常議員が【資料 4】に基づいて報告を行った。 
4) みちのくの風 2016 宮城開催報告 
・高橋常議員が【資料 5】に基づいて報告を行った。 
・上記報告内容に加えて，CD-ROM 版の研究報告集は（電子データで費用に差は生じないので）カラー

PDF とした方が良い旨の意見が提示された。 
5) 作品選集 2017 応募作品と支部選考部会審査経過報告 
・安田常議員が【資料 6】に基づいて報告を行った。 
・現在，審査を順次（7/19～8/22）進めている段階である。 
6) 2016 年度日本建築学会設計競技 支部審査報告 
・安田常議員が【資料 7】に基づいて報告を行った。 
・応募総数 13 点から 4 作品を支部入選作品として選出した。 
7) 後援依頼承諾の報告 
・事務局が【資料 8】に基づいて報告を行った。 
8) 災害委員会支部市民企画の採択報告 
・事務局が【資料 9】に基づいて報告を行った。 
・全国で東北支部と九州支部の 2 件が採択され，申請額どおり 20 万円支給されることになった。 
9) 常議員の異動について 
・事務局・濱口常議員が【追加資料】に基づいて報告を行った。 
・濱口常議員の勤務先は異動になるものの，会誌送付先が東北支部になっているので，引き続き東北支

部の常議員としてご担当いただくこと，これに関する規約上の問題がないことが確認された。 
10) その他 
・東北建築賞ならびに研究奨励賞の応募状況について。 
 →仮設物の申請があった。対象は 3 月末までに建設された建築物となるが，引き渡しは 3 月末である

ものの使用許可通知書は 5 月発行になっている。なお，「作品選集」では竣工日を基準に考えており，

行政上の書類として検査済証の日付で決めている。 



 →そもそも検査済証の発行されない仮設物を受け付けるのか（「その他の建築物部門」として）／受け

付けたとして一般的な竣工日の概念からすると 3 月末に間に合っていないと考えられるのではない

か，という意見が出された。 
 →検査済証の発行されない建造物についてはその理由書を提出することになっているが，理由書とし

て使用許可通知書の日付が 3 月 31 日に間に合っていないので，今回の申請は受け付けられないとい

うことで合意された。 
 →今後，ルールの明確化が必要になると思われる。 
 
3．審議事項 

1) みちのくの風 2017 の会場について 
・山口常議員から【資料 10】に基づいて説明があった。 
・みちのくの風 2017 を秋田開催とすること，由利本荘市文化交流館カダーレにて 6/17～18 開催の方向で

検討することになった。 
・宿泊の問題は新しいホテルが出来たのでそこからの送迎バスの手配を検討することなどで対応可能か

もしれないとの報告があった。 
2) 建築文化週間事業について 
・高橋常議員・野村常議員から【資料 11】に基づいて説明があった。 
・130 周年記念事業として今年特別に企画した事業になっている。 
→前回総会時は登壇者など詳細未定であったが，今回詳細を含め承認いただいた。 

3) 支部の HP について 
・事務局から【資料 12】に基づいて説明があった。 
・見積金額は SILPHEED 社，カガワ印刷ともに，あまり変わらない状況になった（上限 40 万円）。 

→初期費用だけでなく，維持費用も両社から見積りをとって見比べた方が良い。 
・今年度予算化をして（11 月を目途），来年度の執行予算として進めたい。 
・具体は藤田常議員に進めていただき，次回状況説明いただくことになった。 
4) 日本建築学会文化賞の推薦依頼について 
・事務局から【資料 13】に基づいて説明があった。 
・支部単位で会員外から推薦者がいれば推薦する。12 月 9 日締め切り。 

→直近では 2014 年に支部で推薦した遠野市長が選ばれている。 
5) 日本建築学会教育賞の推薦依頼について 
・事務局から【資料 14】に基づいて説明があった。 
・支部・研究委員会単位で推薦する。10 月 7 日締め切り。 
→直近では 2009 年に柴田明徳先生が教育業績賞を受賞している。 

6) 日本建築学会大賞の推薦依頼について 
・事務局から【資料 15】に基づいて説明があった。 
・支部単位で推薦する。1 月 20 日締め切り。 
→直近では 2014 年に柴田明徳先生が大賞を受賞している。 

7) その他 
・支部運営に関する確認事項 

→昨年度から支部交付金が（各支部均等だったが関東支部を減らした分，他支部の交付金が）増えた。 
→支所への交付金は渡しきりではなくなったので，領収書を必ず添付することを改めて周知すること

が確認された。 
・女性会員がもっと自然に活躍できるような環境醸成に努めるよう会長から依頼があった旨報告された。 
 
今後の予定 

・9 月支部役員会 9 月 29 日（木） 13：30 ～ 15：20 ＠支部会議室＋Skype 
・支所長会議  同日   15：30 ～ 16：45 (支部長・支所長・総務常議員出席) 
・懇親会  同日   17：00 ～ 19：00 (支部長・支所長・総務常議員出席) 
       会費：5,500 円／人（3,000 円は支部負担 幹事：永井委員） 
 
・第 27 回東北建築作品発表会  10 月 1 日（土）10 時開会予定 

せんだいメディアテーク 7 階スタジオシアター 
         支部長：東北建築作品集巻頭言原稿提出 8/10 締切 


